	表題：第3回デジタルサイネージ調査研究会

	日時：

2009/3/19　15:00～16:00
	場所：

慶応義塾大学三田キャンパス北館ホール
	記録：egawa
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	参加者：総務省　　情報流通行政局　折笠史典　様
パナソニック(株)　窪田賢雄　様

日本電信電話(株)　川添雄彦様

伊能美和子　様
　　　　（株）オリコム　　吉田勝広様
大丸有協議会事務局　西達也様
(社)デジタルメディア協会　村上敬一　様

　　　　(株)ヒューマンメディア　秋本独人　様
　　　　慶応義塾大学DMC統合研究機構　菊池尚人　様

デジタルサイネージコンソーシアム　中村伊知哉　様
江口　靖二　様
石戸奈々子　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１．主催者の挨拶

本日は、総務省のユビキタス特区にて実証実験を行なっている事業者の方に、内容等をご説明いただきます。

２．ゲストスピーカー

２−１　(株)東京FM　仁平様

「福岡におけるユビキタス特区の実証実験について」

（１）西鉄バスとの共同実験

放送／バス／サイネージの３つのものを掛け合わせて、地域利活用のサイネージとして、バス＝車内を市民が接触するメディアとして活用→バスサイネージを行なう。

・提案内容

位置づけ＝乗車客に対する地域活性化につながる情報提供の場としたい

コンテンツ＝広告だけではなく、イベント等地域情報や観光情報も重要なコンテンツ

配信＝バスという移動体に適したコンテンツ配信の方法の検討を行う。加えてwi-fiを使った実験を行なう。

（２）福岡ユビキタス特区　マルチメディア放送方式の実証

CSK-ISとTFMの共同提案

福岡でVHF-7chで２０１１年以降予定されているマルチメディア放送の実証実験

総務省のマルチメディアの位置づけに関する懇談会にて、用途は特に決めずにデジタルの特性を活かして放送することが認められたので、実証実験をおこなっている

ケータイ端末に対するファイルの転送

マルチメディア放送を使ったマーケディングデータの取得

端末＝ケータイやカーナビ＋デジタルフォトフレーム

具体的には、福岡タワーから市内各所で動いているバスに放送波でサイネージを送り込む

路線毎のプレイリストによってバリエーション

これに加えて、バス車内での微弱電波を使った、エリア放送によるインタラクティブな操作も実験。
マルチメディアとバスサイネージ

　技術的側面：放送派による移動帯に向けた一斉同報配信→インフラとしての活用可能性
　車内でのインタラクティブサービス

　ビジネス的側面：乗客への数分間の情報提供

　車内をメディア化する（イベントへの期待感の醸成等）

　課題：放送派の使用形態　放送か通信か。電波の柔軟な活用。

コメント１
微弱電波の配信について、電波を扱うならば、電波の免許が必要かどうかが大事。
今回のバスのケースは免許不要で、見えるラジオのようなものをどうやって整理するかといった議論。著作権法を改正するといった議論ではなく、サイネージがネットワーク化されて行った時に、コンソーシアムとしてガイドライン策定する必要があるのではないか？

2-2インスパイア　高槻様

「COMELとの共同実験について」
福岡には、４２インチのディスプレーが５００面以上にも街頭にあり、ネットワークされているので、個別、一括管理が可能。
一部端末には、フェリカが付いているので、町中で情報を取得してもらうことができる。

→シナジーメディアとしての展開、ユーザーの動線を集めることができる

３．おわりに

　来年度は、ネットワーク化された事例を中心に考えて行きたい。次回は、ビジネスモデルのインフラ、基盤について検討を進める。
以上


